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全難聴便り 

全難聴便り 
  
 

 

 難聴議連が「新生児聴覚検査の全額公費負担等に関する要望」を提出 

4 月 26 日、難聴対策推進議員連盟が以下の内容の要望（抜粋）を厚生労働大臣、文部

科学大臣 内閣府特命担当大臣に提出しました。 

① AABR の聴覚検査機器の購入補助も含む、都道府県における新生児聴覚検査の体制 

整備 

② 新生児聴覚スクリーニングでリファー（要再検）になった新生児がすみやかに小児

難聴に関する地域の専門医療機関を受診し、確実な診断と適切な治療を受けられる

体制の整備 

③ 難聴医療等の選択肢（人工内耳、補聴器、手話等）等に関し家族等への適切な情報

提供 

④ 新生児聴覚スクリーニング検査の保護者負担ゼロの実現、特別児童扶養手当及び補

装具費支給制度における利用者負担額の所得制限の撤廃 

⑤ 難聴児の教育支援・体制の強化難聴児の中核的モデル事業の拡充 

⑥ こども家庭庁における伴走型相談支援と未就園児のアウトリーチを含む医療・療

育・教育・福祉体制及び家族支援の、「きこえ」の全数アプローチの確立 

 

 障害児者の情報コミュニケーション推進に関する議員連盟の開催 

４月 25 日（火）、標記議員総会が参議院議員会館で開催され、新谷理事長が参加しまし

た。参加者は議連議員に加え、各省庁関係者及び JDF、日視連、ろうあ連盟、全国盲ろう

者協会などでした。総会では、冒頭衛藤議連会長があいさつ、その後以下の３点が 

滝波自民党参議院議員の司会で進められました。 

○「協議の場」の設立・開催 状況 

○ 令和４年度補正および令和５年度当初関連予算について 

○ その他（人事） 

「協議の場」の設立・開催については、内閣府から以下の説明がありました。 

「協議の場」は昨年 12 月キックオフ、座長は前障害者政策委員会委員長の石川さん、構

成員は 12 名。2 回目は 3 月 8 日で、ろうあ連盟と全難聴がプレゼンテーションし、業界

からは 5 名が参加した。そのあと、令和５年度の施策と関連予算について以下の説明があ

りました。 

・内閣府（防災関係）：ハザードマップが視覚障害に対応していないので、音声読み上げ 

ソフトを検討中。 

・厚労省：ＩＣＴと意思疎通関係が施策の中心。テレワークの支援も進める 

・文科省：拡大教科書の提供。特別支援学校向けデジタルテキストの実証研究図書館利用 

の促進 

・警察庁：免許更新時のビデオ映像の作成 

・国交省：デジタルデバイドの解消、相互理解のための疑似体験学習の推進 

・総務省：テレビ放送等の障害者アクセスの向上、政見放送の手話通訳士の研修デジタル 
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推進員の取り組みの継続 

省庁説明の後、議員から以下のような質問・意見がありました。 

・情報共有と意見交換が中心だが、結果をしっかり把握するよう省庁にお願いする。 

・機器開発の予算がないと協議だけで終わる。 

・法が出来、予算化の大切な時期。機器開発や支援について、省庁の取り組みをもっと具 

体的なものにしてほしい。 

・地域生活支援事業について地域格差が顕著。厚労省は事態をどのように把握しているの 

か？ 

・統一地方選挙の広報点字化について、まとめた資料を提出してほしい 

また、当事者団体からは 

・ネットコンテンツへのアクセシビリティ、動画のアクセシビリティ推進の取り組みを。 

・ハザードマップの取り組みを当事者に周知してほしい。 

・「協議の場」に盲ろう者が参加できていない。構成員参加を求める。 

以上、言いっぱなし、聞きっぱなしの議連総会になりましたが、全難聴より政見放送の

字幕について、スタジオ録画方式での字幕の課題解決の状況を確認したところ、総務省よ

り今後の対応を NHK と検討したいとの回答がありました。 

なお、議連人事について衛藤会長、山本幹事長はそのままですが、事務局長が滝波議員

から、今井絵理子参議院議員に交代しました。 

 

 耳マーク啓発ポスター最優秀作品が決定 
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 第 27 回 全難聴福祉大会 IN美の国あきた クラウドファンディンクﾞ 
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  理事の動き（4/１～4/30）  

4 月 3 日 情報コミュニケーション 4 団体連絡会（オンライン・対面）（新谷、佐野） 

4 月 4 日 字幕付き電話サービスレビュー                    （小川） 

4 月 11 日 国土交通省差別解消法対応指針の改正について（オンライン） （小川） 

4 月 14 日 新秩父宮ラグビー場整備計画 第 2 回ＵＤワークショップ         （小川） 

4 月 21 日 情報通信アクセス協議会・標準化専門委員会（オンライン）      （小川） 

4 月 25 日 障害児者の情報コミュニケーション推進に関する議員連盟総会   （新谷） 

4 月 28 日 第 2 回広報戦略会議（CTS サービス・ブランディング）         （小川） 

 

  5 月の予定  

5 月 1 日 令和 5 年度 ACITA との定期協議（オンライン） 

5 月 12 日 JDF 幹事会 

5 月 21 日 全難聴第 1 回理事会（オンライン） 

5 月 23 日 障連協令和 5 年度第 1 回協議員総会 

5 月 26 日 第 12 回 JD 総会 

5 月 29 日 障害者放送協議会 放送事業者との意見交換 

5 月 29 日 情報コミュニケーション 4 団体連絡会 

5 月 30 日 令和 5 年度第 1 回日本障害者リハビリテーション協会理事会 

5 月 31 日 日本障害者リハビリテーション協会 総会 

 

《今後の予定》 

5 月理事会  5 月 21 日 オンラインによる開催予定 

6 月総会   6 月 17 日 対面にて東京都内で開催予定 


